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『原子核における”Open” problems』
原子核は多数の陽子や中性子たちが強い相互作用する量子系です。その N体系のシュレディンガ
ー方程式がどのような量子的な挙動をするかを探る研究が原子核物理学だと言えます。量子 N体
問題をがんばって解き明かそうという研究がある一方、しばしば、ごく少数の自由度の運動だけが
重要となって、その他大勢の粒子の運動がほぼ無視できることがあります。そのような場合、少数
の自由度が大きな環境の中をうごめいていて、摩擦や散𨓜を受けながら運動するとみなす「Open
Quantum System」の視点が有益になります。OpenQuantum Systemの研究は、物性物理、統計力学基
礎論、量子情報、冷却原子などで近年活発に研究されていている hot topicです。このような「Open
Quantum System」という視点で原子核現象をとらえることはできるのでしょうか？また、様々な分
野で発展しつつある Open Quantum Systemの知見を原子核物理と融合させることで、新たな学際的
研究や「Open problem」を発見・発展させることはできるのでしょうか？
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